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幼児教育WGにおける議論の状況
（現行の要領における幼小のつながり）



幼児教育WG#3&保育専門委員会#3 資料１(2025/11/25) ※枠追加



幼児期の運動習慣・体力は、
高学年児童の運動習慣・体力と関連

入学前(幼児期)に外遊びをよくし
ていた子どもは、小学生(10歳)で
も日常的によく運動している

入学前(幼児期)に外遊びをよくし
ていた子どもは、小学生(10歳)の
体力が高い

令和元年度スポーツ庁「体力・運動能力調査」



幼児教育WG#3&保育専門委員会#3 資料２(2025/11/25) ※枠追加



幼児教育WG#3&保育専門委員会#3 資料2(2025/11/25) ※マーカー追加



幼児教育WG#3&保育専門委員会#3 資料１(2025/11/25) ※マーカー追加



ガイドブック 普及用パンフレット

幼児期の運動に関する指導参考資料
第１集 第２集

運動の発達の特性

動きの獲得の二つの方向性
〇「動きの多様化」
色々な動きができるようになる

〇「動きの洗練化」
動きが上手になる

多様な動き

スポーツ庁＞政策＞子供の体力向上＞幼児期運動指針
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop03/list/1396909.htm



多様な動き

毎日、合計60分以上

小学校以降の運動や生
涯にわたってスポーツを楽
しむための基盤を育成

発達に応じた遊び



幼稚園教育要領改訂のポイントと多様な動き〇現行幼稚園教育要領 領域「健康」における主な改訂点
・「幼児期運動指針」（文部科学省,2012）などを踏まえ、多様な動きを経験する中で、体の動きを調整するように
することを「内容の取扱い」に新たに示した。

第２章 ねらい及び内容 健康 「内容の取扱い」
(2) 様々な遊びの中で、幼児が興味や関心、能力に応じて全身を使って活動することにより、体を動かす楽しさを味わい、

自分の体を大切にしようとする気持ちが育つようにすること。その際、多様な動きを経験する中で、体の動きを調整す
るようにすること。

・これまで指導計画の作成に当たっての留意事項に示されていた安全に関する記述を、安全に関する指導の重要性の
観点等から「内容の取扱い」(6)に位置付けた。

第２章 ねらい及び内容 健康 「内容の取扱い」
(６)安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図り、遊びを通して安全についての構えを身に付け、危険な場所や

事物などが分かり安全についての理解を深めるようにすること。(後略)

※安全についての構えを身に付けるとは、幼児が自分で状況に応じて機敏に体を動かし、危険を回避するようになるこ
とであり、安全な方法で行動をとろうとするようになることである(幼稚園教育要領解説p.155)。

《子どもの安全能力》
１）身体的な面：体の大きさ、運動能力など
２）知的な面：理解力、判断の正確さなど
３）社会的な面：道徳性、社会的規範など
４）精神(行動)的な面：注意散漫、衝動的など

＝わかって(理解・判断)、できる(回避可能)

動きの獲得＝体の動きを調整すること
→場に応じた動きができる（遊び、生活）



幼稚園教育要領等（３歳児以上） 小学校学習指導要領（第１学年及び第２学年）

健 康 体 育

ねらい 目 標

(2)自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする (1)各種の運動遊びの楽しさに触れ、(中略)、基本的な動きを身に付けるようにする

(2)各種の運動遊びの行い方を工夫する(後略) 

(3)各種の運動遊びに進んで取り組み、(中略)、意欲的に運動をする態度を養う

内 容 内 容

(2) いろいろな遊びの中で十分に体を動かす

(4) 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む

Ａ 体つくりの運動遊び
(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ、その行い方を知るとともに、体を動かす心地よさを味わったり、基本的な動き

を身に付けたりすること
ア 体ほぐしの運動遊びでは、手軽な運動遊びを行い、(後略)
イ 多様な動きをつくる運動遊びでは、体のバランスをとる動き、体を移動する動き、用具を操作する動き、力
試しの動きをすること

(2) 体をほぐしたり多様な動きをつくったりする遊び方を工夫するとともに、(後略)

(3)運動遊びに進んで取り組み、(後略)
Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び/ Ｃ 走・跳の運動遊び/ Ｄ 水遊び / Ｅ ゲーム/ Ｆ 表現リズム遊び

内容の取扱い

(1)…特に、十分に体を動かす気持ちよさを体験し、
自ら体を動かそうとする意欲が育つようにすること

(2)…多様な動きを経験する中で、体の動きを調整す
るようにすること

■：動き（多様な動き、基本的な動き/十分に体を動かす） ■：楽しさ、心地よさ、気持ちよさ
■：遊び（運動遊び） ■：意欲、進んで、しようとする

「幼稚園教育要領」「小学校学習指導要領」(平成29年告示)より作成

幼児教育と低学年の動き・遊びのつながり

※３歳児以上「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」のねらい及び内容は同一

遊びを通しての指導を中心（幼児教育の基本）



低学年の運動遊びについて
成果と課題
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幼稚園４歳児 幼稚園５歳児 小学校１学年 小学校２学年

頻度なし(0.0-0.9） 低頻度(1.0-1.9） 中頻度（2.0-2.9） 高頻度（3.0-4.0）

頻度なし
まったく見られない
ほとんど見られない動き

幼稚園４歳児 幼稚園５歳児 小学校１年生 小学校２年生

吉田伊津美（2016）幼稚園の運動遊びおよび小学校低学年体育で観察される 基礎的運動パターン 発育発達研究 70,48-54 

高頻度
ほとんど毎日(回)見られた動き
たびたび見られた

対象 公立小学校1校1学年2学年各3クラス
幼稚園1園4・5歳児各2クラス（併設)
の担任教諭計19名

時期 各学期末×3学期×2年間
方法 45種の基礎的運動パターンのチェックリス

トにより頻度を5段階で評価
・(幼)教育課程内の運動遊びでみられた運

動パターンを評定時1週間程度、
(小)1学期間を通し体育の授業全体でみら
れた運動パターンを評定

頻度の高い動きの割合～学年間の比較



目的：小学校低学年の体育において遊びとしての運動を行うことの効果を検証すること

方法：千葉市Ａ小学校第1学年3クラス96名

■授業内容：多様な動きをつくる運動遊び(5時間)

■調査項目：質問紙（遊び要素、運動遊びの好嫌）
     ：動きの観察評価、動きの種類と総数(抽出児６名)

■授業実践：テーマ＝忍者修行（修行、音楽を流すなど）
①学習の道筋→自己決定の要素を十分に保障
②動きの多様化を図る場の設定 （様々な場、行い方に幅）
③動きの洗練化を図るバリエーションの提示 （動き方のバリエーション）

奥田正幸・吉田伊津美（2017）小学校低学年の体育における遊びとしての運動の効果 日本発育発達学会第15回大会

低学年の体育における実践事例



遊びとは、自己決定と有能さの認知を追求するために
内発的に動機づけられた状態

教育・保育に役立つ「遊び」のとらえ方

①指導理念の立場から（教育における遊びの重要性）

1)自己決定的に行動することは、自分らしく行動することであり、自分らしさを育み、個性を育て、

自立した人間を育てること

2)有能さを追求することは、個人が潜在的にもって生まれてくる様々な可能性を実現させ、自己

の能力を向上させること

②指導実践の立場から（遊びとしての運動指導の基本方針）

遊びの指導において教師・保育者は、子どもの動機で行っているかを見ぬく目が必要（しかし、

心の動きの理解は困難、容易ではない）

①自分が今もっている
全力を発揮するような
行動

②自分の能力をさら
に高めようとする挑戦
的な行動

行動における子どもの自己決定が遊び要素
何を行うか、きまりはどうするか、どのように行うかなど

①指導理念、➁指導実践、二つの基準を満たした捉え方

参考：杉原隆（2014）遊びとしての運動の重要性 杉原隆・河邉貴子(編著) 幼児期における運動発達おける運動遊びの指導 ミネルヴァ書房 Pp.31-44



自己決定と有能さの認知

遊び(内発的動機づけ)と自発性・主体的について

水
準

自発的
主体的自己決定

高

低

・皆がやってるから

・叱られるから

・ほめられたい

・友達と一緒に

子どもに丸投げ、すべ
て任せることが自己決
定ではない

※ねらい（育みたい資
質能力）を考慮

参考：杉原隆（2014）遊びとしての運動の重要性 杉原隆・河邉貴子(編著) 幼児期における運動発達おける運動遊びの指導 ミネルヴァ書房 Pp.31-44



①学習の道筋：自己決定の要素を十分に保障
◼ 鬼遊び(導入)  日常的な遊びへの汎用性の高い氷鬼を行った。友達を助ける動きを工夫することで、周囲
の状況に気を配ることや、体を移動する動きの最中に体のバランスを崩したり戻したりする動きを意図的に経験
させた。

◼ 忍者修行(主運動)  教師の演示した動きを反復練習したり、いくつかの場を時間ごとにローテーションするよう
な手立てでは行わず、子供たちが場や遊び方を自己決定できるようにした。

◼ 途中と最後に認知学習の場面を設けることで、集中力の持続を図ると共に、思考面の力を養った。

授業の流れ→

奥田正幸・吉田伊津美(2017) 小学校低学年の体育における遊びとしての運動の効果 日本発育発達学会第15回大会

低学年の体育における実践事例



①学習の道筋：自己決定の要素を十分に保障
⚫ ねらいとした動きを引き出すであろう用具を選定し、児童の動きが停滞しないように動線を考慮した。

⚫ 各場における運動遊びの行い方を自由にすることで戸惑う児童もいたが、教師が運動遊びを楽しむモデルとなり、
一緒に遊びながら動き方を例示したり、様々な児童の動き方を称賛したりすることで、動きの多様化を図った。

⚫ 各場での児童の動き方を撮影し、掲示資料にも反映させた。

⚫ 遊び方が飽和してきた段階で動き方のバリエーションを示す「忍術カード」
を提示、児童は各場において、自分が行いたい忍術を選んで挑戦。

⚫ 慣れてきた児童には、２つ以上の忍術を組み合わせる運動組み合わせへ
の挑戦を促した。

力強く、遠くに
(力量的調整)

速く
(時間的調整)

タイミング・方向を合わせる
(時間・空間的調整)

［忍術カードの実際］
大きくの術、小さくの術、忍び足の術、素早くの術、
動物歩きの術、巻き戻しの術、分身の術(友達と
一緒に動く)、影の術(友達の真似をする)、など…

奥田正幸・吉田伊津美(2017) 小学校低学年の体育における遊びとしての運動の効果 日本発育発達学会第15回大会

低学年の体育における実践事例

２つ以上の動きの組み合わせ
（例：ける＋走る＝ドリブル）



結果：低学年の体育における実践事例
《結果》

◆運動遊びへの好嫌

学習前、運動に対して否定的な態度を示していた児童(9.0%)が、
５時間の学習後には好意的に変容した

◆動きの質的変容

学習前後で３種の動き全ての得点が有意に向上し、
動きの質的変容が認められた

《考察》

小学校低学年の体育において、遊びとしての運動を学習することにより、

◆体育授業に否定的な態度を示す児童がいなくなった
→運動の楽しさや喜びを味わうことができた 〔体育科の目標〕

◆多様な動きを経験し、動きの洗練化がみられた
→様々な体の基本的な動きを培うことができた〔体育科「体つくり運動*」の内容〕

低学年における「遊びとしての運動」は、体育の目標がより実現しやすい有効な学習活動である

*平成20年学習指導要領による実践

遊びとは、自己決定と有能さの認知を追求するために内発的に動機づけられた状態

図1.学習前後の運動に対する態度（好き嫌い）

図2.学習前後の動作得点の変化

奥田正幸・吉田伊津美(2017) 小学校低学年の体育における遊びとしての運動の効果 日本発育発達学会第15回大会

低学年の体育における実践事例



遊びとして運動をしている方が、多様な動きをしている
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①内容、②やり方、③ルール、④目標について指導者主導か子ども中心に行うかを尋ね得点化

杉原隆・吉田伊津美・森司朗・中本浩揮・筒井清次郎・鈴木康弘・近藤充夫（2011）幼児の運動能力と基礎的運動パターンとの関係 体育の科学 61，455-461

遊び志向と多様な動き・運動能力との関係
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杉原隆・吉田伊津美・森司朗・筒井清次郎・鈴木康弘・中本浩揮・近藤充夫（2010）幼児の運動能力と運動指導ならびに性格との関係 体育の科学 60，342-343



基本的な動きや技能を身に付ける
１・２学年＝基本的な動き
３・４学年＝基本的な動きや技能
５・６学年＝基本的な   技能

基本的な動きを身に付けるようにするとは，
・運動種目として成立する以前の基本的な動き
・運動遊びの楽しさに触れることを大切にしながら身に付ける
ことを重視

小学校学習指導要領(体育科の目標)
(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するとともに，

基本的な動きや技能を身に付けるようにする

体育〔第１学年及び第２学年〕 目標
(1)各種の運動遊びの楽しさに触れ，(中略) ， 基本的な動きを身に付けるようにする
(2)各種の運動遊びの行い方を工夫する(後略) 

(3)各種の運動遊びに進んで取り組み，(中略) ，意欲的に運動をする態度を養う

体育〔第３学年及び第４学年〕 目標
(1) 各種の運動の楽しさや喜びに触れ，(中略) ， 基本的な動きや技能を身に付けるようにする

体育〔第５学年及び第６学年〕 目標
(1)各種の運動の楽しさや喜びを味わい，(中略) ， 各種の運動の特性に応じた基本的な技能及

び健康で安全な生活を営むための技能を身に付けるようにする

「技能」の評価(規準)は「～できる」だが、
基本的な動きが「できない」とは…？

「単元の評価規準」を作成する際のポイント(p.41)
〇「技能」については，文末を「～できる」として，評価規準を作成する。

事例１ マットを使った運動遊び（第２学年）
（１）知識・技能

単元の評価規準 児童の具体的な姿の例及び評価方法の例 (p.54) 「十分満足できる姿」の設定例 (p.55)

②マットに背中や腹などをつけていろい
ろな方向に転がって遊ぶことができる。

・前転がり，後ろ転がり，だるま転がり，丸太転がり
などいろいろな転がり方を試し，遊んでいる。（観
察・ICT）

・いろいろな転がり方を連続して行うことがで
きる。（何度も繰り返しできる） 

・技能においては，連続してできる，滑らかにできる，安定し
てできるなど，よりよくできる姿で見取ることが想定される。 

〔国立教育政策研究所教育課程研究センター（2020）指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料〕------------------------------------------------------------



⚫要領/指針※上では小学校体育科との円滑な接続：多様な動き、運動遊び
  （小学校体育科における「運動遊び」等の指導との円滑な接続）

⚫低学年の体育は、「運動遊び」であるにも関わらず、遊びとしての運動ではないのでは？
（幼児教育においても一部に課題）
遊びとしての教育的意義を踏まえ、遊びとしての運動の実践が必要（効果的な学習）

⚫基本的な「動き」と「技能」との区別がついていない？

わかりやすい要領・解説

まとめ（私見）

幼稚園 小学校

教育のねらい・
目標

方向目標（「～味わう」「感じる」等の方向づけを重視） 到達目標（「～できるようにする」といった目標への到達度を重視）

教育課程 経験カリキュラム（一人一人の生活や経験を重視） 教科カリキュラム（学習の体系を重視）

教育の方法等 個人、友達、小集団    「遊び」を通じた総合的な指導
教師が環境を通じて幼児の活動を方向づける

学級・学年
教科等の目標・内容に沿って選択された教材によって教育が展開

教育の特徴（幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議（第1回）（2010） 配付資料３より）

※３歳児以上「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」のねらい及び内容は同一
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